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２年生 ５ 図形の性質と証明

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

ＢＣ＝ＥＦ，∠ＡＢＣ＝∠ＤＥＦであることは分かっているので，あと１つ分かれば合同がいえる。

ＡＢ＝ＤＥならば，２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから合同がいえる。

∠Ｃ＝∠Ｆならば，１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから合同がいえる。

答え ＡＢ＝ＤＥ

または

∠Ｃ＝∠Ｆ（∠ＡＣＢ＝∠ＤＦＥ）

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｅ Ｆ

Ｄ



２年生 ５ 図形の性質と証明

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

２

(1)

平行四辺形になるための条件は次の５つ。（矢印の右側は，記号で表したもの）

①２組の向かい合う辺がそれぞれ平行（定義）。→ 「ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ」

②２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい。 → 「ＡＢ＝ＤＣ，ＡＤ＝ＢＣ」

③２組の向かい合う角がそれぞれ等しい。 → 「∠ＢＡＤ＝∠ＤＣＢ，

∠ＡＢＣ＝∠ＣＤＡ｣

④対角線がそれぞれの中点で交わる。 → 「ＡＯ＝ＣＯ，ＢＯ＝ＤＯ」

⑤１組の向かい合う辺が等しくて平行。 → 「ＡＢ＝ＤＣ，ＡＢ//ＤＣ｣または，

「ＡＤ＝ＢＣ，ＡＤ//ＢＣ」

答え ・ＡＢ＝ＤＣ，ＡＤ＝ＢＣ

・∠ＢＡＤ＝∠ＤＣＢ，∠ＡＢＣ＝∠ＣＤＡ

・ＡＯ＝ＣＯ，ＢＯ＝ＤＯ

・ＡＢ＝ＤＣ，ＡＢ//ＤＣ

または，

ＡＤ＝ＢＣ，ＡＤ//ＢＣ

(2)

二等辺三角形だから，底角は等しい。

よって，

∠Ｂ＝∠Ｃ

これに，∠Ａが等しいことがいえれば，△ＡＢＣは，

正三角形になる。

答え ∠Ａ＝∠Ｂ

または，

∠Ａ＝∠Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｏ



２年生 ５ 図形の性質と証明

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

３

(1) ∠ x ＝（１８０°－４６°）÷２

＝６７°

答え ∠ x ＝６７°

(2)

□ＡＢＣＤで，与えられた条件から，中に

できる四角形はすべて平行四辺形である。

よって，平行四辺形の性質から，

x＝８－２＝６
y＝５－１＝４

となる。また，

∠ a＝∠Ａ＝１００°
∠ b＝１８０°－∠ＧＰＥ

＝１８０°－∠Ａ

＝１８０°－１００°

＝８０°

答え x＝６ｃｍ ， y＝４ｃｍ
∠ a＝１００°，∠ b＝８０°１ ｃｍＨ

ＣＢ

a

y ｃｍ
Ｐ

Ｆ
bＥ

８ ｃｍ

１００°

Ａ Ｄ
Ｇ

５ ｃｍ

x ｃｍ

２ ｃｍ



２年生 ５ 図形の性質と証明

(3)

△ＡＢＣは二等辺三角形だから，

∠Ｂ＝∠Ｃ

＝（１８０°－３６°）÷２

＝７２°

また，∠ＤＢＣは∠Ｂの半分だから，

∠ y＝∠ＤＢＣ
＝７２°÷２

＝３６°

∠ y ＝３６°

一方，

∠ＣＤＢ＝１８０°－∠Ｃ －∠ＤＢＣ

＝１８０°－７２°－３６°

＝７２°

よって，△ＢＤＣも底角が７２°の二等辺三角形になる｡

したがって，

ＢＣ＝ＢＤ

＝１０ｃｍ

また，△ＡＢＤも二等辺三角形になる。このこと

から，角度や辺の長さが求められる。

ＡＤ＝ＢＤ

∠ x＝１８０°－３６°×２
＝１０８°

答え ∠ x＝１０８°，∠ y＝３６°
w＝ z＝１０ｃｍ

Ａ

３６°

Ｄx

Ｃ

z ｃｍ

y

Ｂ

w ｃｍ

１ ０ ｃｍ



２年生 ５ 図形の性質と証明

(4)

四角形ＡＢＣＤは平行四辺形より，２組の向か

いあう角はそれぞれ等しいから，

∠ＢＡＥ＝∠Ｃ＝１００°

△ＡＢＦは正三角形だから，

∠ＥＡＦ＝∠ＢＡＥ－６０°

＝１００°－6０°

＝４０°

よって，

∠ x＝(１８０°－４０°)÷２
＝７０°

また，

∠ＢＡＤ＝∠Ｃ＝１００°，∠ＡＢＣ＝∠Ｄ，

四角形の内角の和は３６０°だから，

∠ＢＡＥ＋∠ＡＢＣ＋∠Ｃ＋∠Ｄ＝３６０°

２×∠ＡＢＣ＋１００°＋１００° ＝３６０°

よって，

∠ＡＢＣ＝８０°

これから，

∠ y＝８０°－∠ＡＢＦ
＝８０°－６０°

＝２０°

答え ∠ x＝７０°，∠ y＝２０°

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

Ｆ

Ｇ

１００°

x

y

６０°

６０°

６０°



２年生 ５ 図形の性質と証明

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

４

ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形の，頂角の二等分線

をひき，辺ＢＣとの交点をＤとする。

△ＡＢＤと△ＡＣＤで，

△ＡＢＣは二等辺三角形だから，

ＡＢ ＝ＡＣ ……①

ＡＤは∠Ａの二等分線だから，

∠ＢＡＤ ＝∠ＣＡＤ ……②

共通な辺だから，

ＡＤ ＝ＡＤ ……③

①，②，③より，

（２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい）ので，

△ＡＢＤ≡△ＡＣＤ

よって，［合同な図形では対応する角の大きさは等しい］から，

１ ∠Ｂ＝∠Ｃ

(1) 上の証明を参考にするとよい。

答え ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

(2) 上の証明を参考にするとよい。

答え 合同な図形では対応する角の大きさは等しい

(3) 頂角の二等分線は，底辺を垂直に２等分する。

答え ア

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ



２年生 ５ 図形の性質と証明

Ａ ＤＥ

Ｂ Ｃ

Ｆ

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

５

証明は次の通り。

上の図の□ＡＢＣＤで，辺ＤＡの延長上に点Ｅをとり，辺ＡＢの延長上に点Ｆをとる。

□ＡＢＣＤだから，ＡＤ//ＢＣ。よって，

∠ＤＡＢ＝（ ∠ＣＢＦ ） ……①

また，ＡＢ//ＤＣより，

（ ∠ＣＢＦ ）＝∠Ｃ ……②

①，②より，

∠ＤＡＢ＝∠Ｃ ……③

同様に，ＡＤ//ＢＣより，

∠ＡＢＣ＝（ ∠ＥＡＢ ） ……④

また，ＡＢ//ＤＣより，

（ ∠ＥＡＢ ）＝∠Ｄ ……⑤

④，⑤より，

∠ＡＢＣ＝∠Ｄ ……⑥

よって③，⑥より，平行四辺形の向かい合う角は等しい。



２年生 ５ 図形の性質と証明

(1) 上の証明を参考に考えるとよい。

答え ア……∠ＣＢＦ （または，∠ＦＢＣ）

イ……∠ＥＡＢ（または，∠ＢＡＥ）

(2) 答えは次のとおり。 答え ①……イ，②……ウ

④……ウ，⑤……イ

(3) 平行四辺形の性質は，イだけである。

答え イ



２年生 ５ 図形の性質と証明

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑥

６ 解答は下のとおり。

(1)

①線分ＡＣをひく。

②線分ＡＣと平行で，点Ｂを通る直線をひく。

③直線ℓと②の直線の交点をＤとすると，△ＡＢＣと△ＡＤＣは底辺が共通で，高さが等しいので，

△ＡＢＣと△ＡＤＣの面積は等しい。

④境界線をＡＢからＣＤとすると，△ＢＯＣがアの土地になるが，その代わり△ＤＯＡが新たにイ

の土地になる。よって，

△ＡＢＣ＝△ＡＤＣより，両辺から△ＡＯＣの面積をひくと，

△ＡＢＣ－△ＡＯＣ＝△ＡＤＣ－△ＡＯＣ

△ＢＯＣ＝△ＤＯＡ

となり，ア，イの面積は変わらない。

⑤よって，線分CDが新しい境界になる。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ア イ

Ｏ

ℓ

m



２年生 ５ 図形の性質と証明

(2)

①線分ＡＣをひく。

②線分ＡＣに平行で，点Ｂを通る直線をひき，直線ＣＤとの交点を点Ｆとする。

△ＡＢＣと△ＡＦＣは，底辺（ＡＣ）が共通で，高さが等しいので，面積が等しい。

△ＡＢＣ＝△ＡＦＣ

③線分ＡＤをひく。

④線分ＡＤに平行で，点Ｅを通る直線をひき，直線ＣＤとの交点を点Ｇとする。

△ＡＥＤと△ＡＧＤは，底辺（ＡＤ）が共通で，高さが等しいので，面積が等しい。

△ＡＥＤ＝△ＡＧＤ

⑤五角形ＡＢＣＤＥ＝△ＡＢＣ＋△ＡＣＤ＋△ＡＥＤ

＝△ＡＦＣ＋△ＡＣＤ＋△ＡＧＤ

＝△ＡＦＧ

(3)

①線分ＡＭ，ＡＰをひく。

②線分ＡＰと平行で点Ｍを通る直線をかき，ＡＣとの交点をＤとする。

ＡＭは△ＡＢＣの面積の二等分線である。また，△ＡＰＭと△ＡＰＤは，底辺（ＡＰ）が共通

で，高さも等しいので面積は等しい。よって，△ＡＰＭ＝△ＡＰＤ。

③よって，点Ｐと点Ｄを結ぶ直線が△ＡＢＣを点Ｐを通って２等分する直線である。

ＭＰ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ Ｇ



２年生 ５ 図形の性質と証明

知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑦

７ 解答は下の通り。

証明

四角形ＡＦＣＥで，

四角形ＡＢＣＤが平行四辺形であることより，向かい合う辺はそれ

ぞれ平行なので，

（ ＡＥ//ＣＦ ）……①

仮定から，

（ ＡＥ＝ＣＦ ）……②

①，②から，

（１組の向かい合う辺が等しくて平行）から

四角形ＡＦＣＥは平行四辺形になる。

答え ア……ＡＥ//ＣＦ イ……ＡＥ＝ＣＦ

ウ……１組の向かい合う辺が等しくて平行

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

Ｆ



２年生 ５ 図形の性質と証明

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題⑧

８

【証明】

△ＡＢＣと△ＤＣＢで，四角形ＡＢＣＤが長方形であれば，

ＡＢ ＝（ ＤＣ ）

∠ＡＢＣ ＝（ ∠ＤＣＢ ）＝９０°

共通な辺だから ３ １ＢＣ ＝（ ＣＢ ）

よって，（ ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい ）ので，

△ＡＢＣ≡△ＤＣＢ

だから，

ＡＣ＝ＢＤ

となる。

(1) 上の証明を参考にするとよい。

答え ①……ＤＣ ②……ＣＢ ③……∠ＤＣＢ

④……２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

(2) 仮定と結論を入れかえるとよい。

答え ＡＣ＝ＢＤならば四角形ＡＢＣＤは長方形である

(3) 四角形ＡＢＣＤでＡＣ＝ＢＤであったとしても，次のような台形が考えられる。

答え 正しくない。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

ＤＡ

ＣＢ


